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《 国産大豆 》 
２０年産５月も落札率低迷 

 平成２０年産国産大豆の５月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。それによる

と、上場数１９，４６０．９トンで、落札が３，２０１．１トン、落札率が１６．４％という結果と

なりました。 

依然、市場の動きが鈍く、大豆問屋は、契約栽培大豆の手持ちもあるため、必要最小限の入札にと

どまっているものと思われます。１９年産と比較すると落札率、平均落札価格とも低くなりました。   

（前年５月の落札率は４４．１％、前年５月の平均落札価格より６０ｋｇ／１０１０円安値） 

 また、４月と比較すると、落札率は、９．９ポイント低下し、平均価格は、６０ｋｇ／１５０円安

くなりました。しかしながら、銘柄によっては、前月よりも高くなったものもあり、主な品種では、

青森大粒おおすず（６０ｋｇ／１９２円高）、宮城大粒ミヤギシロメ（６０ｋｇ／４５円高）、山形中

粒タチユタカ（６０ｋｇ／７１円高）などとなっております。 

他の主な落札価格（普通大豆）は、北海道小粒スズマル１０，１１０円／６０ｋｇ、新潟大粒エン

レイ６，７３６円／６０ｋｇとなっております。 

今後も、必要なものだけを入札する傾向が続き、今のところ、価格の大幅な下落は無いものと思われ

ます。 

     入札月     上場数量     落札数量     落札率              

１１月      ８３１．６ｔ      １５８．４ｔ   １９％ 

１２月    ４，６４２．４ｔ    １，２６６．２ｔ   ２７％ 

 １月    ５，７２９．２ｔ    １，４１５．５ｔ   ２５％ 

 ２月   １４，４３０．８ｔ    ３，２００．５ｔ   ２２％ 

 ３月   １６，９２４．２ｔ    ３，６０８．１ｔ   ２１％ 

 ４月   １７，７１６．８ｔ    ４，６５８．１ｔ   ２６％ 

      ５月   １９，４６０．９ｔ    ３，２０１．１ｔ   １６％            

累計   ７９，７３５．９ｔ   １７，５０７．９ｔ   ２２％  

 

 

２０年産特別栽培大豆のご案内 

 弊社が、２０年産契約栽培大豆として、みどりの農協とすすめていた特別栽培大豆（減農薬減化学

肥料）の タチナガハ が、いよいよ入荷となります。南郷地区では、農薬５割減、化学肥料７割減、 

田尻地区では、農薬５割減、化学肥料８割減で栽培されております。粒度、等級は、大粒２等級品中

心となっており、品質も良好です。 

宮城県産大豆で、さらに、ワンランク上のこだわり大豆をお求めのお客様は、この機会に、是非お

試し下さい。お問い合わせは、弊社の営業担当者までお願いいたします。 
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《 トピックス 》 《 トピックス 》 
石豆解除装置の開発発表石豆解除装置の開発発表 

 農業・食品産業技術総合研究機構中央農業総合 

研究センターは、５／２２、石豆解除装置の開発 

を発表しました。 

これは、中央農業総合研究センター農学博士の 

乙部和紀先生を中心として、加工機器メーカーの 

原田産業、大豆選別工場を持つ弊社が、共同で開 

発した成果であります。 

 この装置で、大豆の表面に適度な深さの細かな 

穴をあけることにより、大豆浸漬時の吸水を促進     弊社の片寄、浅利も出席してのプレスリリース 

させることに成功しました。 

今まで石豆に悩まされ続けてきた納豆メーカーにとって、大きな進歩となることでしょう。     

 

《 北米産大豆 》 

‘０８／０９産大豆生産高減少 

アメリカ農務省は、５／１２に‘０８／０９年産の世界の大豆生産予想を２億１２７９万トンと発

表し、前回比３％減産の見込みとなりました。これは、アルゼンチンで５００万トンの大幅減産、中

国で８０万トン、パラグアイ、インドでも減産見通しとなったためです。 

しかしながら、‘０９／１０年産は、２億４１７２万トンの生産予想となり（前年比１４％の増産）、

大幅な増産予想となりました。これは、今年、干ばつの影響を受けたアルゼンチン、ブラジルで増産

が見込まれるほか、アメリカでの大豆作付増加が見込まれているからです。 

 

大豆相場の展望 

シカゴの大豆相場は、５／２に期近で、昨年９月以来の１２ドルに達し、現在も、期近で１１ドル

後半から１２ドルの間での動きとなっております。為替も９６円前後で推移しております。 

今後の動きは、現在、遅延している北米の農家の大豆作付面積が反映されるものと思われます。 

 

《 中国産大豆 》 

‘０８産大豆の動向 

中国政府は、‘０８年産大豆の備蓄目標を７２５万トンにまで追加して買い付けを進めております。

買い付け期限は６／末の予定で、５月末現在、約６３０万トンの買い付け状況です。買い付け価格は、

生産者保護のため、国際相場よりも高めの価格が設定されており、国内価格は高値で推移しておりま

す。今後、備蓄大豆の放出タイミングが相場を左右するものと思われます。 


